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松

戸
市

は

、
昭

和
六

十

年

、
平
和

を
願

う
気

持
ち

を
世

界
に

広
め
よ

う
と

、

世
界

平
和

都
市

宣

言
を
し

ま
し

た

。

市
で

は

、
こ
の

宣
言

の

趣
旨
に

沿
っ

た
記

念
事

業

を
、
毎

年
行
っ

て
い

ま

す
。

今
年

も
、

映
画

会
な

ど

各
種
の

事
業

を
実

施
し

ま

す
。
ご

参
加
下

さ
い

。

平
和
か
愛
し
、
願
う
気
持
ち
は
、

だ
れ
も
が
抱
い
て

い

る
も
の
で
す

。

松
戸
市
民
の
平
和
へ
の
願
い
を

世
界
に
広
げ
る
た
め
、
市
は
、
昭

和
六
十
年
三
月
に

世
界
平
和

都
市

宣
言
を
し
ま
し
た
。

こ
の

世
界
平
和
都
市
宣
言
で
は

、

平
和
維
持
へ
の
努
力
・
非
核
三
原

則
の
遵
守
・
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の

廃
絶
・
世
界
の
恒
久
平
和
の
達
成

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
各
種
の
事
業
を
行
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
ケ
ア
促
進
事
業

市
は
、
ね
た
き
り
老
人

・
痴
呆
性
老
人
を
抱
え
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
、「
ホ

ー
ム
ケ
ア
促
進
事
業
」
を
今
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
と
一
緒
に
家
族
の
人
に
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

短
期
間
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
正
し
い
介
護
方
法
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
、
お
年

寄
り
の
在
宅
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
短
期
入
所
、
テ
ィ
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い

。

平
和
講
演
会
と

親
子
映
画
鑑
賞
会

▽
日
時
：
八

月
二
十
五
日
（
金
）
午

後
一
時
～
四
時
三
十
分

老人ホ ーム職員と家族の温かい 言

葉は、お年寄り の心の支えです

十
分
）
＝
「
ガ
ラ
ス
の

う
さ
ぎ
」
、

（
お
こ
り
じ
ぞ
う
ア
ニ
メ
）
」

マ
定
員
こ
・
先
着
三
百
六

十
二
人

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で

す
。

マ
申
込
み
・
＝
往
復
（

ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
希
望

こ
の
平
和
を
い
つ
ま
で
も

世
界
平
和
都
市
宣
言
記
念
事
業
に
参
加
を

親
子
で

参
加
し
て

、
平
和
に
つ

い
て

考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

な
お

、
市

立
図
書
館
（
登
6
5
j

5
1
1
5

番

）
の

二
階
閲
覧
コ

ー

ナ

ー
で
は

、
八

月
十
六
日
（
水
了

三

七

日

百

）
の

間
、
平
和
図
書

コ

ー
ナ

ー
を
開
設
し

ま
す
。

ヱ

蕩

・
＝
市
民
劇
場

マ

内
容
・・
・
①
平
和
講
演
会
（
午

後

一
時
上

蒔

Ｔ

「
世
界
平
和
と

子

ど

も
た

ち

」
　
（
財
）

日

本

ユ
ニ
セ
フ
協
会

事
務
局

長
・
山

下

昭

夫

氏

②
親
子
平

和

映

画

会
午
後
二
時
十
分
～
四
時
三

人

数
（
一
枚
に
つ

き
三
人
ま
で
）

を
明
記
し

、
〒

二
七
一
松
戸
市

根
本
三

八
七

－

五

松
戸
市
役
所

総
務
部
庶

務
課
へ

平

和

パ

ネ

ル

展

ホ

ー
ム

ケ
ア

促

進

事

業
で

習

得
し
て
い
た

だ
く
介
護
方
法
は
、

入
浴
の

さ
せ

方
や
体
の
ふ

き
方
、

床

ず
れ
が
で

き
な
い
ふ

つ
に
し
て

ね
た
き
り
老
人

・
痴
呆

性
老
人

の
介
護
者
が

、
病
気
、
冠

婚
葬
祭

マ
期
日
と
会
場
…
①
八
月
十
六
日

（
水
了

二

十
一
日
（
月
）
＝
市
役

所
一
階
本
館
新
館
連
絡
通
路

②

八
月
二
十
二
日
（
火
了

二
十
七

貝

日
了

文
化

ホ
ー
ル

本

日

午

後

四

時

開

演

平

和

朗

読

劇

「

こ

の

子

た

ち

の

夏

」

マ
日
時
＝
八

月
五
日

王

）
午
後
四

時
開
演
（
開
場
午
後
三
時
三
十

分
）

▽
会
場
：
市
民
会
館
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ

出
演
Ｅ

劇
団
地
入
会
（
佐
々
木

愛
・
高
田
敏
江
ほ
か

出
演

）

マ
費

用
＝
入

場
無

料
（
ど
な
た
で

も
入
場
で
き
ま
す

）

▽
詳
細
＝
・
総
務
部
庶
務

課
庶
務

係

奉
第
二
十
四
回
松
戸
市
美
術
展
・
＝
八
日
上

千

日

休

館

日
＝・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
・・・
午
前
十
時
～
午
箜
（
時

″
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
変
更
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル

一`
6
7
－
7
8
1
0

番
）

松戸駅市民ギャラリー

期 間 ８月12 日まで ８月12日～26日

東ギ
ャラ
リー

創作

リフォーム展
パンの花展

西ギ
ャラ
リー

あかしや

つまみ画展

松戸書道教育

連盟展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

手数料・保険料・各種税

今
月
の
納
期
は

奉
市

・
県
民
税
（
第
二
期
納
期
限
）
・・
・

八
月
三
十
一
日

４

特
別
土
地
保
有
税
：
八

月
三
十

一
日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し

ま
す
。

市
役
所
の
土
曜
閉
庁

安全・確実な

口座振替のご利用を

八

月
は
十
二

日

・
二

十
六
日

が

閉
庁

と
な
り

ま
す
。

あ
げ
る
体
位
変
換
、
シ

ー
ツ

を
一

人
で
取
り
替
え
る
方
法
、
排
せ
つ
、

着
替
え
な
ど
で
す
。
老
人
ホ
ー
ム

の
専
門
職
員
が
、
実
地
指
導
し
ま
す

お
帰

り
の
際
に
は
、
入
所
し
た

お
年
寄
り
の

状
態
に
あ
っ
た
介
護

方
法

な
ど
を
記
載
し

た
ホ

ー
ム
ケ

ア
手
引

書
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

マ
対
象
：
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

六
十
五

歳
以

上
の

ね
た
き
り
老

人

・
痴
呆

性
老
人

と
そ
の
家
族

マ
入

所
期
間
・・
ね

た
き
り
老
人
・

痴
呆

性
老
人

＝
三
週
間
程
度
、

家

族

介

護

者
＝

一

週

間

程

度

（
宿

泊

を

含

む

）

マ

費

用
（

一
日

当

た
り

）・・・
ね

た

き

り

老

人

・
痴

呆

性

老

人

＝

千

八

百

七

十
円

、

家

族

介

護

者

＝

二

千

円

以

内

（
家

族

介

護

者

の

費

用

は

、

利

用

形

態

に

よ

り

違

い

ま

す

）

※
生

活

保
護

世

帯

と

生

計

中

心

者

の

前

年
度

の

住

民

税

が

非

課

税

の

場

合

は

、

無

料

に

な

り

ま

す

。

▽
利
用
施
設
・
＝
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
松
寿
園
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

へ
の
出
席

、
旅
行
な
ど
で

お
年
寄

り
の
介
護

が
で
き
な
い
と

き
、
市

が
委
託
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
で

、
そ
の
間
、
お
年
寄
り

を
お

世
話
し

ま
す
。

マ
対
象
＝
・
市
内
在
住
の
お

お
む

ね

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老

人

・
痴
呆
性
老
人

▽
入
所
期
間
・
：
ね
た
き
り
老
人
＝

一
週

間
以

内
、
痴
呆
性
老
人
＝

一

ヵ

月

以

内

マ

費

用

二

日

当

た

り

千

九

百

円

奈
生

活

保

護

世

帯

と

、

生

計

中

心

者

の

前

年

度

の

住

民

税

が

非

課

税

の

場

合

は

、

無

料

に

な

り

ま

す

。

▽
利

用

施

設

＝
・
特

別

養

護

老

入

六

Ｉ
Ｉ
ム
「
緑
風
園
」
・
「
松
寿
園
」
・

南
花
園
」
の
い
ず
れ
か

市
内
２
ヵ
所
に

テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

日

ご
ろ

、
身
体
が
弱

く
家
に
こ

も
り
が
ち
な

お
年
寄
り
の

健
康
を

保
ち
、
寂
し

さ
の

解
消

を
図

り
、

ま
た
、
家
族
の
負
担
を
軽

く
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
二

力

所
に
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て

い
ま
す
。

利
用
は
週

一
回
程
度
で

、
入
浴
・

食
事
・
生
活

指
導
な
ど
の

サ
ー
ビ

ス
を
行

っ
て
い

ま
す
。

マ
費
用
二

日
当
た
り

八
百
円

奈
生
活
保
護
世
帯
と
生

計
中

心
者

の

前
年
度
の
所
得
税

が
非
課
税

の

場
合
は
、
無
料
に
な
り

ま
す
。

▽
利
用
施
設
＝
・
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

「
松
寿
園
」
・
「
南
花

園
」
の
い

ず
れ
か

マ

詳
細
・
：
な
が
い

き
課
福
祉
係

介
護
学
習
を

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

８月

短

期

入

所

の

ご

利

用

を

好
評
で
す

お
年
寄
り
と
一
緒
に

市のようす（７月１日現在）

■人口　452,823 人　(  + 276)

男　230,021 人　　(  + 110)

女　222,802 人　　(  + 166)

■世帯　155,975　　　(  + 237)

口
は
前
月
比

シ
ー
ツ
の
取
り
替
え
に

も
コ
ツ

が
あ
り
ま
す
。
清
潔
な
シ
ー
ツ

で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
快
適
で

す
（
松
寿
園
で
）



第 ７ 冖 号

市内投票率は56.64%

七
月
二
十
三
日
、
参
議
院
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
千
葉
県
選

挙
区
選
出
議
員
に
は
、
い
と
ひ

さ
八
重
子
氏
、
倉
田
寛
之
氏
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
松
戸
市
の
選

挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
当

日

有

権

者

数

〉

男
－

一
六
二
、
七
九
七
人

女
－

一
五
八
、
五
二
六
人

計
上
ニ
ニ

ー
、
三
二
三
人

〈
投

票

者

数

〉
選
挙
区
選
出

男
－

九
一
、
〇
〇
一（
人

女
－

九
〇
、
九
九
七
人

計
上

八
二
、
〇
〇
三
人

〈

投

票

率

〉
選
挙
区
選
出

男
－

五
五
・
九
〇
％

女
－

五
七
・
四
〇
％

計
丿
五
六
・
六
四
％

ま
す

。

そ
れ
で
も
二
日
に

約
一
件
の

割

で
発
生
し
て
い

る
こ
と
に

な
り
ま

す
。火

災
原
因
で
は

、
「
油
な
べ
を

か
け
た

ガ
ス
コ

ン
ロ
の

火
の

消
し

忘
れ
」

が
十
四

件
で

、
五

年
連
続

建
物
火
災
原
因
の
卜
ッ
プ
と
な
っ

て

い
ま
す
。

続
い
て
、「
た

ば
こ
の

投
げ
捨
て

や
寝
た

ば
こ
」
十

件
と

な
っ
て

お

り
、
不
注
意
や
不
始
末
か
ら
の
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い

未
丁
。

平成 元年上半 期火災による損害等

火 災 損 害 額 約　 １億4,500 万円

建 物 焼 損 棟 数 63 棟

全 焼 10 棟

半 焼 ６ 棟

部分 焼 47 棟

建 物 焼 損 面 積 約　1,500  m"

り 災 世 帯 ・ 人 員 71世帯　176 人

火災 によ る死傷者

死 者 ５ 人

負傷者 14 人

火 災 発 生 件 数

建 物 火 災 48 件

車 両 火 災 14　件

そ の 他 の 火 災
(枯れ草 ・ゴミなど)

17 件

合　　　　　　　 計 79　件

救
急
出
場
件
数

今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
救

急
出
場
件
数
は

、
四
千
五

百
二
十

件
と
前
年
に
比

べ
、
二
百

十
二
件

（
四
・
九
％

）

増
加
し
て

い
ま
す
。

そ
の
う
ち
救
急
車
で
病

院
へ
搬

送
さ
れ
た
人
は
四
千
四
百

二
十
七

人
で

、
前
年
に
比

べ
二
百
七

十
四

人

の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す

。

救
急
車
の
一
日
の
平
均
出

場
は
、

約
二
十
五
回
で
、
五
十
八
分
に
一

回
の
割
で

出
場
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

特

に

交

通

事

故

は

、
前

年

の
同
時

期
は
、
九
百
五
十
九

件

で
し
た
が
、
今
年
は
千
六
十
一
件

と
百
二
件
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
近
年
の
交
通
量
の
増
加

特
に
二
輪
車
に
よ
る
事
故
の
増
加

が
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救

助

白

書

今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
火

災
ま

た
は
自
動
車
事
故
な
ど
で
、

レ
ス

キ
ュ
ー
隊
が
救
助
出
場
し
た

件
数
は
八
十
九
件
で

、
前
年
よ
り

湧
水
地
な
ど
の
情
報
を

都
市
化
の

進
行
に
つ

れ
て

、
自

然
と
調
和
し
た

生
活
空

間
の

確
保

が
、
豊
か
な
市
民
生
活
に

欠
か
せ

な
い
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す

。

本
市
に
お
い
て
も
、
自
然

を
生

か
し
た
都
市
公
園
と
し
て

、
二
十

一
世
紀
の
森
と
広
場
の
整
備
を

進

め
て
い
ま

す
。
広
場
内
に
は
貴
重

十

五
件
（
一
四
％

）
減
少
し
て
い

ま
す
。

こ

れ
は
建
物
火
災

が
減
少
し

た

こ
と

が
主
な
要
因
で

す
。

救
助
の
内
訳
で
卜
ッ
プ
は
火
災

出

場
の

五
十
五
件
、
続
い
て
交

通

事
故
の

十
八
件
で

、
こ
の
二
つ
で

出

場
の

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す

。

ま

た
救
助
さ
れ
た
人
は
二
十
三

人
と

な
っ
て

い
ま
す
。

マ

詳
細
・
＝
消
防
局
救
急
防
災
課

昔

6
3－
1
1
1
1

内
線
（
／乙ｌ
冖
り
番

な
湧
き
水
が

あ
り

、
緑
の
中
の
親

水
空
間
と
し

て

保
全
さ
れ
る
こ

と

に

な
り
ま
し

た
。

こ
の

湧
き
水
を
は
じ
め
と
し

て

、

市
内
に

は
ま
だ
貴
重
な
湧

き

水
や

井
戸

が
残
さ
れ
て
い

ま
す

。

皆

さ
ん
の

近
所
に
こ
う
い

っ

た

場

所
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん

な
情

報

で

も
結
構
で

す
か
ら
お
知
ら
せ

下

さ
い

。

皆

さ
ん
の

情
報
を
も
と
に
、

市

は
貴

重
な
湧
き
水
な
ど
を
保
全
し

、

親
し

ま
れ

る
空

間
と

し

て

の

整

備
に
つ

い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

▽

詳
細
・・
・
治
水
計
画
課

児童扶養手当

８月期分を支給します

８月期分児童扶養手当を支給します。

郵便局で受領している人は８月11日(金)からの支払い、

銀行など口座振り込みで受領している人は８月18日(金)か

らの支払いです。

平成元年度分現況届の受付け

８月初旬までに平成元年度児童扶養手当現況届を送りま

すので、必要事項を記入して直接援護課までお持ち下さい。

r〉期間…８月11日(金)～９月11日(月)

※日曜日、８月12日(土)・26日(土)、９月９日(土)を除く

E〉詳細…援護課援護係

成 人 歯 科 健 診

市で は 、40 ・45 ・50 ・55 ・60

歳 の 人に無 料で 歯科 健 診 を行っ

て い ます。 対 象と なる 人は 、 市

内 の歯科 医 院に 確 認の うえ受 診

し て下 さい。

l〉対 象者 …平 成元年 ４ 月１ 日 ～

２年 ３ 月31 日の 間に40 ・45 ・

50 ・55・60 歳に なる 人

l〉内 容… 口腔 内診 査 と相談 指 導

E〉費 用… 無 料

E〉期 間･･･平 成 元年 ４ 月～ ２年 ３

月

【〉詳細 … 健康管 理 課保 健計 画係

8/8 から市民劇場の

貸し出し受け付けを中止

市民劇場は、改修工事を予定

しているため、８月８日(火)か

ら、平成２年２月８日(木)以降

利用分の貸し出しの受け付けを

中止します。

改修工事の予定日時と受け付

けの再開については、その都度

お知らせします。

l〉詳細…社会教育課市民文化係

市立図書館明分館が休館します

市立図書館明分館は、市民センター

改修工事のため９月１日(金)～30日(土)

の間休館します。

l〉詳細…市立図書館S65-5115 番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

市立病院

皮膚科が休診します

市立病院の皮膚科は、８月14日(月)

・15日(火)・16日(水)・18日(金)・19

日(土)は休診します。

E〉詳細…市立病院医事課Q63  ―2171内

線n01 番

参議院議員選挙おわる

前
年
に
比
べ
て
2
1
2
件
増
加

救急白書

平成元年上半期

火災救急白書

ａ 滲こT)ど口

上
半
期
の
火
災
は

２
割
減
少

火
災
原
因
ト
ッ
プ
は

５
年
連
続
油
な
べ
火
災

市
消
防
局
は
、
今
年
上
半
期
の
火
災
・
救
急
・
救
助

白
書
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
市
内
で

起
き
た
火
災
は
、
七
十
九
件
と
前
年
よ
り
二
十
二
件
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
五
人
が
亡
く
な
り
、
十
四
人
が
負

傷
し
ま
し
た
。

救
急
出
場
に
つ
い
て
は
、
四
千
五
百
二
十
件
と
五
十

八
分
に
一
回
の
割
で
出
場
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
救
助
出
場
は
八
十
九
件
と
前
年
よ

り
十
五
件
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市内すべての119番通報を受信する指令管制室

今
年
の
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に

市
内
で
発
生
し
た
火
災
は
七
十
九

件
で
、
前
年
の
百
一
件
に
比
べ
二

十
二
件
（
二
二
％
）
減
少
し
て
い

〈
選
挙
区
候
補
者
別
得
票
数
〉

倉
田

寛
之
氏六

六
、
八
四
九
票

い
と
ひ
さ
八
重
子
氏

六
四
、
五
九
九
票

石
井

正
二
氏三

一
、
〇
七
一
票

す
が
わ
ら

道
生
氏

五
、
七
三
二
票

小
田
桐

朋
子
氏二

、
四
一
〇
票

上
田

不
二
夫
氏一

、
一
九
三
票

い
た
が
き

ひ
で
の
り
氏

七
四
〇
票

ひ
ろ
は
た

智
由
美
氏六

四
〇
票

竹
内

辰
郎
氏

四
六
五
票

小
野
寺

良
雄
氏

三
二
四
票

姫
野

龍
氏

一
七
三
票

桜
井

大
造
氏

一
四
四
票

渡
辺

イ
ネ
氏

一
一
五
票

菊
地

津
守
氏

九
七
票

〈
比
例
区
政
党
別
得
票
数
〉

※
得
票
上
位
五
党

日
本
社
会
党

五
八
、
四
二
〇
票

自
由
民
主
党

四
三
、
四
八
三
票

公

明

党
二
〇
、
九
七
六
票

日
本
共
産
党

一
三
、
五
一
九
票

税

金

党

八
、
九
一
七
票

マ
詳
細
・
市
選
挙
管
理
委
員
会

お
知
ら
せ
下
さ
い

貴重な湧き水です



平成元年８月５日白ａ 滲Ｄど

日韓交流
運
動
公
園
で
キ
ッ
ク
オ
フ

中学生サッカー大会

市
は
、
ア
ジ
ア
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
韓
国
の
中
学
生
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を
招
き
、
相

互
の
親
善
と
友
好
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
が
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

選抜チ ームの選考会を兼ねた県 大会予選（栗ヶ 沢中で）

国
際
化

が
進
む
昨
今
、
お
互
い

の

生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
な
ど

を
理
解
し
あ
う
、
市
民
同
士
の
交

流
が
求
め
ら

れ
て

い
ま

す
。

市
は

、
日
韓
両

国
の
親
善

と
ス

ポ
ー
ツ

振
興
を
図

る
た
め

、
国
際

ス

ポ
ー
ツ
交
流
事

業
の

一
環
と
し

て
、
韓
国
大
邱
市
の
中
学
生
選
抜

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
招
き
ま
す
。

大
邱
市
は
、
人
口
二
百
三
十
万

人

、
中
学
校
の
数

も
七

十
三
校
と

い
う
韓

国
で
も
有

数
の

大
都
市
で

ス

ポ

ー
ツ

の

レ

ベ
ル
も
高
い

と

言
わ
れ

て
い

ま
す

。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
相
互
理
解

と
友
好

を
深
め

る
よ
い

機
会
と
す

る
た
め

、
市
内
中
学
校
の
選
抜

サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
親
善
交
流
試

合
を
予

定
し
て
い

ま
す
。

試

合
は
、
運
動
公
園
で
八
月
十

三
日

言

）
午
前
九
時
三
十
分
開
会

式
。
十
時
第
一
試
合
、
午
後
一

時

第
二
試
合
開
始
の
予
定
で
す
。

熱
戦
が
期
待
さ
れ

る
ほ
か

、
昼

の
休
憩
時
に
は

ゲ
ー
ム
な
ど

も
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で

、
ご
来
場

下
さ
い
。

サ
ッ
力
ー
の
試
合
の
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
交
流
会
を
通
じ
て

友
好
を
深
め
る
計
画
も
あ
り
ま
す

の
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
種
目
の
韓
国
へ
の
派
遣
や
招
待

な
ど
の
交
流
を
図
り
、
松
戸
で
生

ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
国
際

感
覚
の
養
成
に
役
立
つ
よ
う
な
事

業
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

▽
詳
細
＝・
社
会
体
育
課
指
導
係

遺
児
手
当
８
月
期
分

８
月
1
0日
（
木
）
に
振
り
込
み
ま
す

遺
児
手
当

の
八
月

期
分

（
四

月

～
七
月
）

を
支
給
し

ま
す
。
手
当

は

、
八
月

十
日

呆

）
以

降
に
指
定

口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
確

認
し
て
下

さ
い
。

遺
児
手
当
は
、
両
親
ま
た
は
父

母
の

一
方
と
死
別
し
た
義
務
教
育

終
了

前
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る

平

成
元
年
度
現
況
届
提
出

者
と

新

規
認
定
者
に
支
給

さ
れ
ま

す
。

※
受
給
内

容
に

次
の

よ
う
な
変
更

が
生
じ
た
と
き
は

、
必

ず
援
護

課
に
届
け
出
て
下

さ
い

。

・
受
給
者
ま
た
は
遺
児

が
市
外
へ

転
出
す
る
と
き

・
氏
名
を
変
更
す

る
と

き

・
市
内
で
住
所
変
更

、
振
込

先
銀

行

を
変
更
す
る
と
き

・
受
給
者

が
婚
姻
し

た
と
き

・
受
給
者
ま
た
は

遺
児
が
死
亡
し

た
と
き

マ
詳
細
＝
援
護
課
援
護
係

国
民
健
康
保
険

新
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

今
年
度
の
保
険
料
率
が
左
表
の

よ

う
に
決
定
し
ま
し
た

。

皆
さ
ん
の
年
間
保

険
料
額
は

、

所
得
割
額
・
被
保
険
者
均
等
割

額

・
世
帯
別
平
等
割
額
の

合
計
で

す

が
、
四
十
万

円
を
超
え

る
金
額

は

課

さ
れ
ま
せ
ん

。

七
月
ま
で
は
、
暫
定

賦
課

さ
れ

た
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま

じ

た
。

こ
れ
以

後
は
、
年
間
保
険
料
額

か
ら

す
で
に

納
付
し
た
保
険
料
を

差
し
引
い

た
金
額
を
、
三
期

（
八

月

納
期
）

～
十
期

（
翌
年
三
月
納

期
）
の
八

回
に

分
け
て
、
納
め
て

い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ

詳
細
＝
・
国
民
健
康
保
険
課
保
険

料
賦
課
係

①所 得 割 額

6.05%

②被保険者均等割額

7,150 円

③世 帯別平 等割額

ﾌ,290 円

①所得がある加入者ごとに、

所得から基礎控除28万円を

引いた金額にかけます。

②加入者１人分の年額で、世

帯の加入者数をかけます。

③1世帯に対しての年額です。

針

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
奉
仕

マ
日
時
＝
八

月

二
十
七
日

言

）
午

前
九

時
三
十
分
～
午
後
三
時

マ
会
場
＝
身

体

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

（
総
合
福
祉
会
館
内
）

▽
費
用
・
無
料

マ
申

込
み
・・
八

月
十
五
日
（
火
）
ま

で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所

・

氏
名
・
年
齢
・
希
望
施
術
名

・

電
話
番
号
を
記
入
し

、
〒

二

七

一
松
戸
市
上
矢
切
二
九
九
－

一

松
戸
市
総
合
福
祉

会
館
内

身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

※
視
覚
障
害
を
持
つ

会
員
の

募
集

も
行
っ
て
い
ま

す
。

マ
詳
細
Ｅ
松
戸
市

視
覚
障
害
者
協

会

・
佐
倉

昔
８７
Ａ

４
２
９

番

８

月
1
2日
（
土

）
松
戸
花
火
大

会

夏

の
風
物
詩
と
な

っ
た
松
戸
花

火

大
会
が
、
八
月
十
二
日

子

）
に

江

戸
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
八
千
発
の
花
火

が
夏

の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

夕
涼
み
が
て
ら

、
皆
さ
ん
で

お

楽
し

み
下

さ
い
。

マ
日
時
＝
八

月
十
二
日

子

）
午

後

七
時
三
十
分
～
九
時

〔
雨
天

・

荒
天
の
場
合
は

、
十
九
日

足

〕

に
順
延
〕

マ
場
所
・
・
画

工

会
議
所
先
の
江
戸

花火大会交通規制図

川
河
川

敷

マ
交

通
・・
・
Ｊ
Ｒ

松
戸
駅
西

口
下
車

徒

歩
七

分

マ
内
容

＝
・
打
ち
上
げ
花
火

・
仕
掛

訖

化
火
な
ど
八
千
発

交

通

規

制

当
日

午
後
六
時
三
十
分
～
十
時

の
間

、
交

通
規
制
を
実
施
し

ま
す
。

左
の
交

通
規
制

図
を
参
照

し
て
下

さ
い
。

交

通
規
制
標
識
・
交
通
係
員
の

指
示
に

は
必
ず
従
っ
て

下
さ
い
。

※
駐
車
場
か
お
り
ま
せ
ん
の
で

、

公

共
の

交
通
機
関
を
利

用
し
、

車
や
自
転
車
で

の

ご
来
場
は

ご

遠
慮
下

さ
い

。

見

物

す

る
人
へ

の

お

願

い

出
危
険
区
域
に
は

、
絶
対
に
入
ら

な
い
で
下

さ
い

。

口

警

備
員
の

指
示

に
必
ず
従
っ
て

下

さ
い

。

ぶ
家
族
連
れ
て

見
物
す
る
人
は

、

幼
児
に

は
住
所
・
氏
名
な
ど
の

名
札
を
付
け
て

下
さ
い
。
迷
子

は

大
会
本
部
の

迷
子
救
護
所
へ

。

㈲

ゴ
ミ
は

各
自
で

持
ち
帰

っ
て
下

さ
い

。

マ

詳
細
Ｅ

松
戸
花
火
大
会
実
行
委

員
会
（
商
工

会
議
所
内
)
　
f
1
6
4

－
3
1
1
7

番

小
学
校
の
普
通
教
室
を

開
放
し
ま
す

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の

場
と
し
て

、
小
学
校
の

普
通

教
室
を
学
校
教
育
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
開
放
し
ま
す
。

マ

開
放
日
こ
十

二
月
二
十
五
日

上
月
七
日
の
間
を
除
く
日

マ
開
放
時
間
Ｅ
午
前

九
時
～
午

後
九
時

さ

回
の
利
用
時
間

は
、
午
前
・
午
後

・
夜
間
に
分
け
て

三
時
間
程
度
と
し

ま
す
。

マ
利
用
対
象
＝
・
原
則

と
し
て
社
会
教
育

関
係
団
体

・
青
少

年
健
全
育
成
団
体

や
町
会

・
自
治
会

等
の
団

体
な
ど

マ
申
込
み
・
・
箭

日

ま
で

に
利
用

校
へ
直
接

申
し

込
み
下

さ
い
。

マ

詳
細
＝
・
社
会
教
育
課
市
民
文

化

係

学　校　名 電 話 番 号

古ヶ崎小 64-5  1 1 8

根木内小 41 - 2 64  1

高 不 第 二 小 ８７－２１９１

六 実 小 87-939  1

矢 切 小 63-6  2 88

新 松 戸 北 小 42 - 9 2 3 1

８
月
2
0日
（
日
）
か
ら
オ
ー
プ
ン

市
内
に
は
四
地
区
に

観
光

梨

園
が
あ
り
ま
す
。
入

場
は
無
料

で

す
。

マ
開
園
期
間
・
＝
八

月

二

十

日

百

）
～
十
月
十
五
日

百

）

〈

地

区

・

交

通

〉

マ

高
塚
地
区
＝
・
松
戸
駅
か
ら
京

成
バ
ス

（
国
立
病
院
行
意

で

東
部
ス

ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
入

口
か

ら
終
点
ま
で
の
各
停
留

所
下

車
。
ま
た
は
梨
香
台
団

地
行
き
で

団
地
入
口
か
ら
終

点
ま
で
の

各
停
留
所
下
車

※
連

絡
先
・
＝
石

豈

。
9
2
－

９
１

３
４
番

マ
五

香
・
金
ヶ

作
地
区
・・
・
新
京

成
電
鉄
常
盤
平

・
五
香

・
元

山
の
各
駅
下

車
。
五
香

駅
か

ら
新
京

成
バ
ス

示

新
山
行

き
で
金
ヶ
作
入
口
下
車

″
連
絡
先
・
＝
真
嶋
｛
。
8
7－

１
０

１
９

番

ヱ
（

実
地
区
＝
・
東
武

鉄
道
六
実

駅
下

車
。
ま
た
は
松
戸
駅
西

口
か
ら

京
成
バ
ス

（
白
井
・

平
塚
・
白
井
工

業
団
地
行
言

で

五
香
駅
か
ら
六

実
駅

間
の

各
停
留
所
下
車

や
連
絡
先
・
＝
竹
E
H
8
7
－

４
３

２
８

番

マ
串
崎
地
区
＝
・
新
京
成
電
鉄
く

ぬ

ぎ
山
駅
下

車
。
ま
た
は
五

香
駅
西
口
か
ら
新
京
成

バ
ス

（
松
飛
台
循
環

バ
ス
）
で
、

泉
ヶ
丘

団
地
入
口
下
車

※
連
絡
先
・
＝
皆
川

一`
8
7－

５
３

３
９

番

マ
詳
細
・
＝
商
工

課
事
業
係

品 種 時 期
価 格
(lkg)

幸 水

８月中 旬

450円

(消費税込み)

多 摩

豊 水

８月 下旬

Ｓ

９月中旬

菊 水

二十世 紀

長 十 郎
250円

（ﾉﾉ ）

新 高

９月 下旬
450

円

（ﾉﾉ）
新興

８月13日

観
光
梨
園
へ
ど
う
ぞ

夏

Ｊ）

夜

空

「

彩

り

ｌ

す

開 放 校



ａ 滲こT)どｏ)い)ａ 滲Ｄど

地域ぐるみで健全な少年育成を

Ｉ社会を明るく可る運動」の一環とし て、７

月１日に松戸矢切高校吹奏楽部の協力により、

松戸駅西ロデッ キ上で、非行化防止を呼びか

けた街頭演奏会を行いまし た

少
年
非
行
は

、
依

然
と
し
て
中

・

高
校
生
を
中
心
に

高
い
水
準
で

推
移

し
て

い
ま
す

ま
た
、
非
行
の

形
態

も
、

ま
す
ま

す
多
様
化
し

て
お
り

、
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い

ま
す

。

非

行
を
防
止
す

る
に
は
、
家

庭
や

学
校

ば

か

り

で

は

な

く

、
地

域

で

も
少
年
の

健
全
育
成
に

力
を
入

れ
な

け
れ
ば
な

り
ま
せ

ん
。

今

回
は
、
少
年
非
行
の
実
態
と
と

も

に
未

来
を
担
う

少
年

た
ち
が
、
明

る

く
健

や
か
に
成

長
す
る
こ

と
を
願

う

地
域
で
の

積
極
的
な

活
動
に
つ
い
て

特
集
し
ま
し

た
。

窃
盗

を
中

心
に

多

様
化

す

る
非

行

昨
年
の
県
内
の
少
年
非
行

千
葉
県
内
で
は
昨
年

、
八
千
七

百
五
十
人
の
少
年
（
二

十
歳
未
満
）

が
、
非
行
で

警
察
に
補
導

さ
れ
ま

し

た
。

そ
の

う
ち
刑
法
に
触
れ

る
行

為

を
し

た
少
年
は
、
七
千
七
百
九
十

人
で

、
成
人

を
含
め
た
全
刑
法
犯

の

検
挙
者
の
六

〇
％
を

超
え
て

お

り
、
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て

い

ま

す
。傾

向
と
し
て

は
、
傷
害
・
暴
行

な
ど
の

粗
暴
犯

は
、
や
や
減
少
し

て
い

る
も
の
の

、
万
引

き
な
ど
の

初

発
型

非
行
や

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

薬

物
乱
用

が
増
え
て
い

未
了
。

ま
た

、
女
子
の

性
非
行
も
増
加

し
て
お
り

、
依

然
と
し
て

非
行
が

( 単位 人)表１　学職・手口別補導状況

卜 小 学 生 中 学 生 高 校 生 有 職少年 無 職少年 その他学生

才-ﾄ ﾊﾞｨ盗 ４ 798 562 141 217 42

自 転車盗 ５ 468 470 58 85 40

占 有離脱
物横領

８ 305 303 52 50 37

万 引 き 29 940 1,016 58 185 105

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す

少
年
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

少
年
セ
ン

タ
ー
は
、
次
代
を
担

う
少
年
（
小
学
校
就
学
時
か
ら
二

十
歳
に
達
す
る
ま
で
）
を
非
行

か

ら
守
り
、
健
全
に
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
置

さ
れ
て
い
ま

す
。

主
な
仕
事
は
、
少
年
補
導
員
と

と
も
に
市
内
を
巡
回
し
、
対

象
少

年
に
助
言
や
指
導
活
動
な
ど

を
行

之

嶺

補
導
や
有
害
図
書
の

自
粛

運

動

な
ど

の

環
境

浄

化
活
動
で

す
。

ま
た
、
学
校
や
家
庭
、
関
係
機

関
と
の

連
絡
や

少
年
問
題
に

関
す

る
資
料
の

収
集
・
整

備
な
ど
も
、

少
年
セ
ン

タ
ー
の

重
要

な
仕
事
で

す
。

特
に
少
年
問
題
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
秘
密
を
守

親
身
に
な
っ
て
解
決
す
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。電話相談

･'松戸市少年センター

青少年電話相談

非
行
、
そ
の

ほ
か
の
少
年
問
題

で

お
困
り
の
方
は

、
少

年
セ

ン
タ

ー
へ

ご
相
談
下

さ
い

。

昔63- ７８６７番

・千葉県警察本部

ヤングテレホンセンター登0472-25-7867 番

第２回

松戸市歩こう会

1〉日 時 … ８月20 日(日) 午前 ７時

30分 松戸 駅 西ロデ ッ キ上 集合

〔時 間厳守 ・小 雨決行 ・ 中止

の場 合に は27 日(日) に延期 〕

C〉コ ー ス… 松戸 駅 一船 橋法典 駅

一 葛飾八幡宮一須和田 公 園(昼

食) 一里 見公 園(午 後４ 時ご ろ

現地 解散)

C〉費 用 …保 険 料な ど１ 人300 円

( １家 族 ４人 までは500 円)

I》持ち 物…弁 当 、雨具 、 水 筒

【〉定 員… 先 着150 人

【〉申 込み … ハガ キに 住所 ・氏 名

・ 男女 の別 ・年 齢 ・電 話番 号

を 明記し 、〒271 松戸 市上 矢･

切299 － 1 矢切 公 民館 内松 戸

市歩 こ う会 実 行委 員会 へ

※電 話に よ る申 込み は受け 付け

ませ ん。

l〉詳 細… 矢切 公 民館068-1241

内線44 番

８月はゴミの分別強化月間

ゴミ出しルールを守ろう

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

非

行

の

中

心

は
中

・

高

校

生

刑
法
犯
の

少
年
の

う
ち
、
中
学

生

が
三

九
・
四
％

、
高
校
生
が
三

五
・
一
％
と
全
体
の

約
七

割
を
占

め

て
い

ま
す
。

ま

た
年
齢
別
で

は
、
十
四
歳
か

ら
十
七

歳
の

少
年
が
、
全
体
の
八

〇
％

と
な

っ
て
お
り

、
こ
の

年
齢

層

が
非
行
の

中
心
と
な
っ
て
い

ま

す
。刑

法
犯
の

少
年
の

大
部
分
は
万

引
き

、
自

転
車
・
オ

ー
ト

バ
イ
盗
、

持
ち
主

が
は

っ
き

り
し

な
い

物
を

盗
む
占
有
離
脱
物
横
領
な
ど
の
窃

表２　 年 齢 別構成 比表３　刑法犯少年の推移

(単位人)

盗
で
す

。

こ
れ
ら
の
非
行

は
、
だ
れ
で

も

ま
ね

が
で
き

る
こ

と
か
ら
初
発
型

非
行
と
い
わ

れ
て
い

ま
す
。

中
で
も
万
引
き
は

、
中
・
高
校

生
を
中
心
に
多
発

・
増
加
し
て

い

る
の
が
現
状
で
す

。

広
ま
る
薬
物
乱
用

特
に
無
職
少
年
に

昨
年
、
シ
ン
ナ

ー
な
ど
の

薬
物

乱
用
で
補
導
さ
れ
た
少

年
は

、
三

千
三
百
十
一
人
で
過

去
最
高
と
な

っ
て

い
ま
す
。

中
で
も
無
職
少

年
の

薬
物
乱

用

は
、
全
体
の
四
割
を

占
め
て
い

ま

年 次 昭和6庠 62年 63年

刑法犯少年 ア,250 7,906 7,790

指　 数 101 １１０ 108

表４　罪種別構成比

( 指数は昭和60年を100 と 雉る)

表５　学職別補導状況

(単位 人)

す

。一
時
の
快

楽
を
求
め
て

、
シ
ン

ナ

ー
な
ど
の
薬

物
に
走
る
少
年
は
、

近
年
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

特
に
シ
ン
ナ

ー
な
ど
の

乱
用

は
、

自
宅
な
ど
の
身

近
な
場
所
で

、
行

わ
れ
て
い

る
こ

と
が
多
い
よ

う
で

す
。保

護
者
や
周
囲
の
大
人

が
、
ち

ょ

っ
と
し
た
注

意
を
払

う
こ

と
で

、

薬
物
の
乱
用
は

減
少
・
防
止
で

き

ま
す
。

無
職
少
年
に
よ

る
非
行
の

割
合

は

依

然
と

し
て

高

く
、
そ
の

行

為
も
凶
悪
で

粗

暴
な
「
重
大
非
行
」

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す

。

特
に
昨
年
は

、
卒
業

生
が
在

校

生
を
非
行
に
巻
き
込
む
ケ
ー
ス
が

目
立
ち
、
大
き
な

社
会
問
題
と

な

り
ま
し
た
。

無
職
少
年
は
、

社
会
的
に
よ
り

ど
こ
ろ
が
な
い
た
め
、
非
行
か
ら

の
立
ち
直
り
も
困
難
で
す
。

年 次 昭和6毋 62年 a3年

小 学 生 218 化0 93

中 学 生 3,3 口 3,058 3,070

高 校 生 2,141 2,756 2,735

その他学生 159 278 277

有 職少年 623 715 679

無 職少年 792 939 936

孤
立

さ
せ

る
こ
と

な
く
、
温
か

い
手
を
差
し

伸
べ
て

あ
げ
た
い
も

の
で

す
。

心

配

さ

れ

る

女

子

の

性

非

行

昨
年
、
売
春

・
淫

行
・
不
純
な

性
行
為
な
ど
で
保
護

さ
れ
た
少

年

は
四
百
十

一
人
で

、
学
生
生
徒

が

四
〇
・
四
％

を
占
め
て
い

ま
す
。

特
に
中

・
高
校
生
に
よ

る
売
春

に
関
連
し
た
行
為

が
目

立
ち
、
暴

力
団
に
覚
せ
い
剤
を
う
た
れ
た
り
、

売
春
を
強
要

さ
れ
た

中
学
生
の
例

も
あ
り
ま
し
た
。

動
機
と
し
て
は
、

「
遊
ぶ
金
ほ

し
さ
」
と
「
興
味
（
好
奇
心
）
か
ら
」

に
よ

る
も
の
が
六
三

・
五
％
に
達

し
て

い
ま
す
。

性
の
モ
ラ
ル
と
正
し
い
知

識
を

身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と

が
、
大
切

で

す
。

。

(単位 ：人)
表 ６　 薬物 乱用 少年 の 補導 数

へ 昭和56年 58年 61年 62年 63年

全補導数 2,531 3,230 2,943 2,893 3,311

身元をさがす

相談所を開設

身元のわからない死者の身元

をさがすために開設します。

科学技術に関する功労者・

功績者の表彰

期日 会 場 時 間

％ 休）

まで

干葉県

警察本 部

鑑 識 課

午前９時～午 後

４時（土 ・日曜

日 は除く ）

このほか、各警察署に家出人

相談室を設置します。

E〉詳細…松戸警察署067-1111

番、松戸東警察署S42-3111

番

科学技術

功 労 者

科学技術の進歩、産業の発展、
文化の向上等に関し貢献した発

明者・研究者など

研 究

功 績 者

科学技術の研究開発|こ従事して
いる人で､その研究活動により、

社会、経済に対する貢献の可能

性のある優れた研究成果をあげ

た人

科学妓術

振 興

功 績 者

国産技術の育成、科学技術の普

及啓発、発明の奨励等科学技術

振興に尽力し優れた業績をあげ

た人

E〉推薦期限…８月31日(木)まで

E〉詳細…県商工労働部工業課指

導係00472-23-2445 番

千葉県警察官募集

1〉受験資格…①警察官＝④大学

を卒業または来春卒業予定の

人面上記以外で昭和37年４月

２日から47年４月１日生まれ

の人②婦人警察官＝昭和37年

４月２日から47年４月１日生

まれの人

c〉試験日…９月17日(日)

t〉申込み…９月６日(水)までに

お近くの警察署へ

E〉詳細…松戸警察署c67-1111

番、松戸東警察署容42-3111

番

松 戸 商 工 会 議 所

職 員 募 集

r〉職種 …一 般事 務（ 若干 名 ）

E〉資格 …18 歳～23 歳 までの 高校

卒業 以上 の 人

l〉申込 み… ８月21 日（ 月 ）までに

履 歴書持 参の う え商工 会 議所

総務 課(c64  ― 3111番 ）へ

記入していただくことです。調

査員が皆さんのお宅に伺いまし

たら、調査にご協力下さるよう

お願いします。

C〉詳細…総務部庶務課統計係

平成元年全国消費

実態調査にご協力を

今年９月から11月までの３ヵ

月間にわたり、平成元年全国消

費実態調査が実施されます。

この調査は、国民の暮らし向

きを、家計の消費・所得・資産

の３面から総合的に把握するこ

とを目的として行われます。

調査の結果は統計資料として

まとめられ､社会･経済諸施策､地

域計画などの基礎資料として広

く利用されます。

調査の内容は、主に家計簿を

夏の交通事故防止運動

C〉期間…８月20日（日）まで

C〉運動の重点目標…①暴走族の追放②飲酒運転・スピードの出

し過ぎなどの無謀運転の防止③子供と高齢者の交通事故防止

市内の交通事故件数 昨年より19件増加

本年５月末日現在で、市内で起こった交通事故は851 件。

これは前年同時期と比べ19件(  2.2%) 増加しています。

死者数は４人。前年同時期と比べ３人減っています。負傷者

数も前年同期より17人減り｡1,027 人となっています。

【〉詳細…安全課庶務係

康 な ど生活 環境 の問 題点

l〉対象 … 県内 在住 の成 人( ６ 回

以上 参 加 で きる人・100 人)

【〉申 込み … ８月15 日まで に往 復

ハガキに住 所･氏 名･年 齢･ 職業

･電話 番 号 を明記 し、〒277 柏

市柏1225- 6 日本 橋女 学館 短

期大 学総務 課 県民 カレ ッ ジ係

(S0471  ―67 ―8655 番) へ

県民カレッジ

【〉日 時 … ８月26 日(土) ～11 月11

日(土)( 土 曜日 のみ10 回) 、午

後 １時 ～４ 時

l〉会 場… 日本 橋女 学館 短期 大学

(柏 市)

l〉内容 … 自 然、社 会 、教育 、 健

８ 月は特 別土 地保 有税

(取得 分)の 申 告納付 月で す

【〉対 象… 昭 和63年 ７月１ 日か ら

平 成 元年 ６ 月30 日まで の 間に

市内 の土地を5,000m2 以上取柄

した個人または法 人

E〉税額… 土 地取 得価 額に ３％を

乗じた額から不動産取得税相

当 額を控 除し た額

l〉申 告 納付 期限 … ８ 月31 日(木:

じ〉詳細 … 税制 課諸 税係

危 険 物 取 扱 者 保 安 講 習 会

に〉日 時 …10 月 ４日( 水) ①給 油取

扱 所は 午前 ９時30 分 ～午 後 ０

時30 分② そ の他 の施 設は 午後

１ 時30 分～ ４時30 分

E〉会 場… 柏市 民文 化会 館

t〉対象 …危険物取扱者免状所持者

E〉費 用…4,000 円

E〉申 込み … ８月21 日( 月) ～24 日

(木) の間 に直接 市 消防 局予 防

課( 松戸新 田114-5063-11

n 内 線207 番) へ

経営・融資相談

身につけようルールとマナーは家庭から

1〉内容 …経 営 および 融 資全般

E〉相談者…中小企業経営コンサ

ル タン ト

E〉費用 …無 料

E〉詳細 … 商工 課振 興係

じ〉日 時… ８月16 日( 水)午 前10 時

～午 後４ 時

【〉会 場… 市 民相 談 コーナ ー

洗剤は石けんなど無リンのものを使おう

一 一 一

少年補導員

宇 野 領 一さん

少
年
補
導
員
を
し
て
十
一
年
に
な
り
ま
す
が
、
私

た
ち
の
力
だ
け
で
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

親
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
人
た
ち
も
少
年
問
題
を

自
分
の
問
題
と
し
て
、
真
剣
に
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
・
学
校
・
家
庭
を
結
ん
で

少
年
問
題
と
い
う
と
「
そ
れ
は

学
校
の

問
題

だ
・
Ｊ
、
「
い
や
家
庭

が
悪
い
か
ら
な
ど
と
、
責
任
を

学
校
や

家
庭
に
押
し

つ
け
て

し
ま

い

が
ち
で

す
。

し

か
し

、
少
年
問
題
を
地
域
全

体
の
問
題

と
し
て

考
え
、
地
域
・

学
校
・
家
庭
を
結
ん
で

、
教
育
の

充
実
を
図
る
と
い
っ
た
活
動
が
盛

ん
に

な
っ
て

い
ま
す
。

本
市
に

お
い
て

も
、
各
地
区
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

隣
接
す

る
学
校

と

生
徒
健
全

育
成
会
を
結

成

旭

町
中
学
校
は
、
昭
和
六
十
二

・
六

十
三
年
度
に
わ
た
っ
て
、
文

部
省
か
ら
中
学
校
生
徒
指
導
総
合

推
進
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ

れ
を
機
に
、
隣
接
す
る
旭
町

旭

町

中

学

校

区

の

例

小
学
校
と
松
戸
馬
橋

高
校
に

連
携

を
と
り
、
旭
町
中

学
校
区

生
徒
健

全
育
成
会

を
結
成
し
ま
し

た
。

地
域
の
交
流
で

父
兄
に
も
好
影
響

旭
町
中
の
健
全
育
成
会
は

、
左

の
組
織
図
の
ぶ

つ
に

、
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
で
構
成

さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
結
果
、
情

報
交
換
を
す
る

場
が
広

が
り
、

少
年
の

健
全
育
成

に
つ
い
て

、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か

ら
考
え

る
こ
と

が
で

き
る
よ
う
に

な
り
ま
し

た
。

核
家
族
化
か
進
み

、
積
極
的
に

子
ど
も
の
問
題
を
話
し
合
う
機
会

の
少
な
く

な
っ
て
い

た
、
若
い

お

母

さ

ん

た

ち
も

、
豊

富

な

人

生

経
験
や

専
門
的
な

知
識
を
持
つ

人

た
ち
と
話
し
合
う
機
会
が
持
て
、

世
代
や
立

場
を

超
え
た
意
見
交
換

学

区

町

会

長

学

区

民

生

委

員

学

区

防

犯

協

会

少

年

補

導

員

青

少
年

健
全

育
成

委

員

保
護

者

学
級

連
絡

員

会

旭

町

中

学

校

旭

町

小

学

校

松

戸

馬

橋

高

校

ゴ ミの 分別 収 集は 、大 部分 の

市 民 の皆 さ んの生 活に すっ かり

定 着し まし た。

しか し 、一 部の 集積 所で は、

ゴミ の出し 方 のル ール が守 られ

ていないものも見受 け られ ます。

市は 、 ８ 月をゴ ミの 分別 強化

月間 とし 、次 のこ とを 行っ てい

ます。

○ゴ ミ収 集運搬 委託 業 者の 車両

に 、分別 強化 月 間の 横断 幕を

取 り付け 、「 水切 り」「分 別」

の 啓発

○不良 集積 所 近隣 住民 の指 導、

違 反ゴ ミ排 出者 の調 査指 導、

収 集運 搬委 託業 者の 指導 な ど

清 潔で 住 みよい 街づ く り とゴ

ミの 減量･ 再 資源化 のため に､皆

さんのご協力をお 願 いし ます。

l〉詳 細… 清掃 第一 課業 務 係

が
で

き
る
と
好
評
で

す
。

盛
ん
に
な
っ
た

生
徒
の
自
主
活
動

旭
町
中
で
は

、
生
徒
の
ア
ン

ケ

ー
ト
調
査
も
実
施
に
崟

し
た

。

そ
の
結
果
、
以

前
か
ら

さ
し
て

問
題
の
あ
る
生
徒
は
い
な
か

っ
た

も
の
の
、
自
主
的
に

積
極
的
な
行

動
か
ず

る
生
徒

が
少

な
い
こ
と

が

分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
学
校
と
は
別
に

、
地

区
の

生
徒
会
を
設
け
た
と

こ
ろ
、

生
徒
た
ち
に
変
化
が
見
ら

れ
た
の

で

す
。

夏
休
み
や
冬
休
み
の
長
期
休
み

中
に
奉
仕
活
動
と
し
て
公
園
や

通

路
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
生
徒
自

身
の
取
り
決
め
で
実

施
す
る
グ
ル

ー
プ

が
出
て
き
ま
し
た

。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
住
む
「
ま

ち
」

を
知
る
う
と
、
地
域
の
地
理

や

歴
史
を
調

べ
て

文
化
祭
で
発
表

す
る
グ
ル

ー
プ
も
出
て

き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
自
主
的
に
活

動

す
る
場
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に

行

動
す
る
こ
と
が
再
確
認
言

渠

し

た
。深

め
た
い

生
徒
と
の
信
頼
関
係

今
後
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
で

抱
え
て
い

る
問
題
を
具
体
的
に

出

し

合
い

、
協
力
し
て
解
決
に

あ
た

る
と
こ
ろ
ま
で

体
制
を
つ
く

っ
て

い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の

た
め
に
も
、
生
徒
の

心
を

開
か
せ
悩
み
を
打
ち
明
け
や
す

く
し

、
大
人
と
の
信
頼
関
係
も
深

め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま

ず
。

ほ
か
の

地
域
で

も
、
こ
の
よ
う

な
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
今
、

未
来
を
担
う
少
年
の

、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
教
育
に
、
私
た
ち
み

ん

な
で

取
り
組
む
と
き
で
は

な
い
で

し

よ
シ

か
。

（
右
）旭
町
中
三
年

井
ノ

上
琢

也
く
ん

（
左
）
旭
町
中
三
年

福
田

健
太

く
ん

僕
た
ち
の
地
区
生
徒
会
で
は
夏
休
み
期
間
中
の
奉

仕
活
動
と
し
て
、
盆
お
ど
り
の
後
片
づ
け
な
ど
、
町

内
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

上
級
生
に
な
っ
だ
の
で
、
地
区
の
活
動
で
も
、
み

ん
な
を
引
っ
張
っ
て
、
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

８月15日(火)はゴミ・

し尿の収集は休みです

白 ば ら 夏 休 み 親 子 映 画 会

【〉日 時 … ８ 月６ 日( 日)、午 前 ９

時30 分 ・午 後１ 時 から の ２回

I》会 場… 市民 会館 ホー ル

1〉内容 …｢ 子 ぐま物 語｣( アニ メ)

・市 政映 画 ．｢ ふし ぎ の国の

ア リス｣( ア ニ メ)

l〉費 用… 無料

に〉定員 … 先着1,200 人

l〉詳 細… 市 選挙管 理 委員 会

咀町中学校区生徒健全育成 会組 織図

刑法犯
少年

県内の刑法犯のなんと６割が少年

刑法犯
少年

こんな父親母親に

なりたい

青少年の健全育成と非行防止

を願う家庭教育の心得

4子どもの友人や親
の名住所をよく知っ
ている親

3子どもの友人を泊め

ない親泊めにやらない

親無断外泊

２外から出入りできる子ども部

屋をつくらない親たまり場に

ならないように

1兄弟姉妹を比較
してしからない親

5子どもが悪くなった
原因を他人の責任にし
ない親

７子どもの前で母親を
叱らない父親父親の悪
口を言わない母親

8変わった服装や持ち

物を見たら注意できる

親

9子どもが話しかけたらうる

さがらずによく聞く父親

10子どもの悪をかばわず
に自分自身に責任をとらせ
る親

6みんながという子ど
ものことばに負けない
親

オート ヘ

バイ盗

自 転車

盗 ，

万引き

占 脱

その他刑法犯

初
発
型
非行
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転入･転居などは14日以内に届け出を

市

役
所
市
民
譚
と

各
支

所
の

窓

口

で
受
け
付
け
す
る
届
け
出
の

う

ち

、
今
回
は
、
住
所
異
動
の
手

続

き
方
法
を
説
明
し
ま
し

よ
う
。

転
勤
や
家
の
住
み
か
え
な
ど
に

よ

る
住

所
の

変
更
は
、
異
動
す
る

範
囲
に
よ

っ
て

、
転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

そ
れ

ぞ
れ
、
手

続
き
の
仕
方
、

必
要
な
も
の

が
異

な
り
ま
す
の
で

、

注
意
し
て
下

さ
い

。

転

入

他
の
市
町
村
か
ら

、
松

戸
市
に

引
っ
越
し
て
き
た
と
き
の
届
け
出

で

す
。

必
ず
、
前
の

市
町
村
が
発
行
す

る
「
転
出
証
明

書
」
を
お
持
ち
下

さ
い

。
届
け
出
期
間
は

、
松
戸

市
に

住

ん
で
か
ら
十
四
日
以

内
で

す
（
引

っ
越
し

が
済
ん
で
か
ら
で

な
い

と

受
け
付
け

が
で

き
ま
せ
ん
）
。

そ
の
ほ
か

、
国
民

年
金
に

加
入

し
て
い

る
人
は

年
金
手
帳

、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す

る
人
で

、
国

民
健
康
保
険
を
使

っ
て
い

る
世
帯

に
転
入
す
る
人
は

、
こ
の
世

帯
の

被
保
険
者
証
れ
持
参
し
て
下
さ
い
。

転

出

松
戸
市
か
ら
、
他
の
市
町
村
に

引
っ
越
し
を
ず

る
場
合
の
届
け
出

で

す
。

新
し
い
住
所
の
表
示
を
確
認
し
、

転

出
予

定
日
の

間
近
に

手
続
き
し

て

下

さ
い
。

国
民
健

康
保
険
に

加
入

し
て

い

る
場
合
は
被

保
険
者
証
、
印
鑑
登

録
を

し

て
い

る
場

合
は

登

録

証

（
カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
下
さ
い
。

な
お
、
転
出
届
を
す

る
前
に

は
、

電
話
の
処
分
な
ど
を
済
ま
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

電
話
の

処
分
に

印

鑑
証
明
書
が
必
要
な
こ
と

が
あ
り

ま
す
。転

居

松
戸
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と

き
の

届
け
出
で

す
。

新
し
い

住
所
に
移

っ
て
か
ら

、

十
四
日
以

内
に
届
け
出
を
し
て
下

さ
い

。
転
居

す
る
人

が
国
民
健
康
保

険

に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
被
保

険

者
証
も
お

持
ち
下

さ
い
（
世
帯

の

一
部
だ
け

が
転
居
し

た
と
き

も

同
様
で
す
）
。

世

帯

変

更

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
り
、
世
帯

が
二
つ
に
分
か
れ

た
り
、
二
つ
の

世
帯
を
一
緒
に
し

た
と

き
に

も
、

十
四
日
以
内
に
届
け

出
て
下

さ
い

。

ほ
か
の
住
所
異
動
の
手

続
き
と

同
じ
く

、
国
民

健
康
保
険
に
加
入

し
て

い

る
人
は

、
被
保
険
者
証
も

必
要
に
な
り
ま
す

。

以
上
の
届
け
出
は

、
本
人

ま
た

は

世
帯
主
、
も
し
く
は
そ
の
家
族

の
人

が
し
て

下
さ
い
。

届
け
出
人
の
印
鑑

（
認
め
印

）

が
必
要
で

す
。

市
役
所
の
ほ
か
、
電
気

・
ガ
ス

・
水
道
・
電
話
な
ど
の
手
続
き
も

忘
れ
ず
に
。

郵
便
局
に
転
居
届
け
出
を
し
て

お
く
と

、
一
定
期
間
、
新
し
い
住

所
地
に

郵
便
物
が
転
送
さ
れ
毒

司

こ
の
ほ
か

、
住
所
異
動
に
伴
う

手

続
き
で

、
学
校
・
児
童
手

当
・

清
掃

（
く
み

取
り
）
　・
老
人
保
健

な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は

次
回
に

説
明

す
る
予
定
で

す
。

マ

詳
細
・
＝
市
民
課
受
付

第
一
係

ま
つ
ど
の
歴
史
2
7

浄
土
宗
佛
法
山
東
漸
寺

小

笠
の

佛
法

山

一

乗

院

東

漸

寺

は

、

こ

の

地

方

き

っ
て

の

浄
土

宗

檀

林
（
学

問

所

）で

、

戦

国

時

代

の

文

明

十

三

年

（
一

四
八

一

年

）

け
い
よ
ぐ
て
ぃ
う
ん
こ
う

に
、
増
上
寺
音
誉
の
門
下
、
経
誉
愚
底
運
公

に

よ

っ

て

、

根

木

内

に

建

立

さ

れ
ま

し

た

。

徳

川

家

康

が

、

浄

土

宗

に

帰

依
し

て

増

上

寺

を

菩

提

寺

と

し

、

慶

長

七

年

（

二
（

○

二

年

）
に

は

小

金

の

東

漸

寺

な

ど

関
東

の

十
八

檀
林
を
定
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

と

こ

ろ

で

す

。

こ

の

十

八

檀

林

と

な

っ
た

寺

の

内

容

を

見

て

み

る

と

、
そ

の

大

半

が

在

地

の

有

力

な

武

士

を
檀

越

と

し

て

開

創

さ

れ

て

い

ま

す

。

例

え

ば

家

康

か

ら

百

石
の

朱

印

を

与

え

ら

れ
た

首
吊
葉
市
）
の
大
巌
寺
は
永
禄
三
年

五

六

〇

年

）

に

生

実

城

主

原

式

部

太

輔

胤

栄

に

よ

っ
て

建

立

さ

れ

て

い

ま

す

。

東

漸

寺

も

ま

た

当

時

栗

ヶ

沢

、

根

木

内

に

あ

っ
た

高

城

氏

の

力

を

得
て

開

か

れ

ま

し

た

。

愚

底

の

東

漸

寺

開

創

の

い

き

さ

つ

愚
底
は
長
野

県
塩
尻
市
洗
馬
の
郷
士
の
子

と
し
て
生
ま

れ
ま
し

た
が
、
幼
く
し
て
仏
道

に
入

り
武
州
の

音
誉
の

教
え
を
受
け
、
寛
正

の

初
め
（
一
四

六
〇

年

ご
ろ
）
に

沼
南
町
の
鷲

野
谷

を
訪
れ
ま
し
た

。

す

る
と
こ

の
土
地
に
森
の

峯
が
あ
り
、
村

人
の

話
で
は
こ

の
山
は
薬
師
如
来
霊

応
の
土

地
で
、
い
つ
の
こ
ろ
か
医
王
寺
と
い
う
寺
が

あ

っ
た
と
い

う
こ

と
で

し
た
。
そ
の
名
残
り

な
の
で
し
ょ
う
か
、
小
さ
な
お
堂
が
ひ
と
つ

あ
っ
て
、
慧
信
僧
都
作
と
い
う
薬
師
如
来
像

が
あ
り
ま
し
た

。

ま
た
付
近
に
は
山
王
権
現
の
社
も
あ
っ
て
ヽ

共
に
村
民
の
熱
心
な
信
仰
を
集
め
て
お
り
、

霊

験
も
あ
ら
た
か
な
も
の

が
あ
っ
た
そ
う
で

す

。こ

れ
を
聞
い

た
愚
底
は
大
い
に
喜

び
ま
し

て
、
早
速
村
民
の

協
力
を
得
て
東
光
山
安
楽

院
医
王
寺
を

開
山
し

、
堂
の
前
に
楓
の
木
を

一
本
植
え
ま
し
た
。

す
る
と
こ
の
楓
の

木
の
上
に

時
々
毫
光
を

放
っ
て
薬
師
如
来
の
霊
像
が
現
わ
れ
、
樹
下

に
は
山
王
権
現
が
現
わ
れ
て
愚
底
の
法
要
を

聞
く
と
い
う
不
思
議
な
こ
と

が
起
こ

り
ま
し

た
し
ば
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
が
続
き
、
何
年

か

た
っ
た
あ
る
日

の
こ
と
、
霊
像

が
小

金
へ

移

り
た
い

と
い

う
こ

と
で

あ
っ
た
の
で

、
文

明
十
三

年
二

四
八
一

年
）
に
愚
底
は
熱

心
な

信

者
で

あ
っ
た
染
谷

氏
を
つ

れ
、
霊
像
を
背

負

っ
て

根
木
内
に

移
り
、
佛
法
山
一
乗
院
東

漸
寺
を
建

立
し

ま
し

た
。

こ
の
と
き
本
堂
に
は

愚
底
が
以

前
か
ら
所

持
し
て

い
た
阿
弥
陀

如
来
を
安
置
し

、
別
堂

に

例
の
薬
師
如
来
の
霊

像
を
安
置
し

ま
し
た
。

堂
前
に
は
こ
れ
も
ま
た
例
の
楓
の
木
夕
移

し

植
え
、
山
王
権
現
を

ぱ
寺
内
鎮

護
と
し
て

付

近
に

安
置
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
薬
師
如
来
に
つ
い
て
は
、
鷲
野
谷

村
民
か
ら
強
い
返
還
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で

医
王

寺
へ

返
し
、
別
堂
に
は
代
わ
り
に

愚
底

が
手
彫

り
の

薬
師
像
を
作
り
安
置
し

ま
し

た
。

（
参

考
資
料
・
松
下

邦
夫
著

「
松
戸
の

歴

史

案
内
」
）

歯
を
大
切
に

歯
を
磨
い
た

時
に

、
歯
ぐ
き

か
ら
血
が
出
る
小
・
中
・
高
校

生
が
多
く

な
っ

て
き
て
い
ま
す

原
因
の
多
く

は
、
思
春
期
性

歯
肉
炎
と
言
わ

れ
る
状
態
で
、

歯
と
歯
の
間
の

歯
ぐ
き
が
赤
く

は
れ
て
、
歯
ブ

ラ
シ
が
あ
た
る

と
そ
こ
か
ら
出

血
し
ま
す
。

歯
肉
炎
は
、

歯
と
歯
ぐ
き
の

き
わ
に
た
ま
る

歯
垢
に
い
る
細

増加する小中高校生の歯肉炎

菌
が
原
因
で

す
。
治

療
と
予
防

は
、
歯

ブ
ラ

シ
に
よ

る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
ク
グ
で
す
が
、
確
実
に
歯
垢

を
落
と
し
て
い
か
な
い
と
効
果

が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

歯
垢
染
め
出
し
液
を
使
っ
て
、

思
春
期
性
歯
肉
炎

歯
ぐ
き
に
ご
用
心

歯
垢
が
目
で
見
て
分
か
る
よ
う

に
し

、
一
日

一
回
は
十
分
時
間

を
か
け
て

適
切
な
大
き

さ
の
歯

ブ
ラ

シ
で

落
と
し
て

い
き

ま
す
。

こ
の

歯
肉
炎
は
、
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌

と
関
連
が
あ
る
と
言

わ
れ
、
思
春

ょ
う
。

期
を
過
ぎ
る

と

症
状
が
落

ち

着
い
て

く

る
こ
と
も

多

い

の
で
す
が
、

放
置
す
る
と

歯
そ
う
の
う

ろ

う
に

進
み

や

す
く
な
り

ま
す

。

歯
ぐ
き
か

ら
血

が
出

る

時
は
、
歯
科

医
院
で

診
て

も
ら
い

ま
し

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

緑に囲まれて
マイスクー

ル

市
立
第
五
中
学
校

豊かな緑の中で走る生徒たち

マ
所
在
地
＝
・
高
塚
新
田
三
八
〇
四
9
1

－
2
1
1
0

番
・

米
山
賢
司

校
長

マ

生
徒
数
＝
△

、
○
○
○
人

私
た
ち
の
第
五
中
学
校
は

、
緑

に
囲

ま
れ
た
た
い
へ

ん
環
境
の
良

い

学
校
で
、
み
ん
な
ガ
の
び
の
び

と
活
発
に
学
校
生
活
を
お

く
つ
て

い

ま
す
。

そ
の

よ
う
な
良
い
面
が
、
学
校

行
事
の

数
々
に
十
分
に
生
か

さ
れ

て
い

ま
す
。
計
画
は
生
徒
が
中
心

に

立
て

、
行
事
に
向
け
て
の
学
年

練
習
へ

の
参
加
や
行
事
分
担
な
ど

も
、
学
年
委
員
や
評
議
員

が
積
極

的
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
全
力
で

行
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

ど
の
行

事
も
た
い
へ

ん
盛
り
上
が

り
ま

す
。
こ

れ
は
五
中
の
長
所
で

あ
り
、
胸

を
は
つ
で
言
え
る
こ
と

だ
と
思
い

ま
す
。

（
三
年

笠
井

真
美
）

べんりな豆知識

東漸寺の本堂

住
所
異
動
の
手
続
き
１



サ
ー
ク
ル

熱心にテ ープの吹き 込みをする会員の皆さ ん

成
人

学
校
で

学
ん
だ
人
た
ち
が
朗

読
を
続
け
る
場
を
求

め
、
朗
読

グ
ル

ー
プ
紫
陽
花
が
生
ま
れ
て
か
ら
約
二

年
が
た
ち
ま
し
た
。

現
在

、
会
員
は
十
八
人
。
ふ

だ
ん
は

会
員
各
自
が
、
自
宅
で

「
声
の
図
書

館
」

と
呼
ば
れ
る
テ
レ

ホ
ン
サ
ー

ビ

ス
の

た
め
の
テ
ー
プ
の
吹
き
込
み
を

し
て
い

ま
す
。

テ

ー
プ
に

吹
き
込

ま
れ
る
話
の
内

容
は
、
童
話

か
ら
世
界
の
名

作
ま
で

さ
ま
ざ
ま
。
月
に
二
、
三
千
回
の
利

用

が
あ
る
と
い

い
ま
す
。

こ

れ
か
ら

は
視
覚
障
害
者
の
た
め

に

対
面

朗
読
も
計
画
し
て

い

る
な

ど
、

幅
広
い
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
声
の

図
書
館
亠
1
9
2－
9
9
0
0

番
（
毎
週
月
曜
日
に
内
容
が
変
わ

り
ま

す
）

マ

詳
細
・
＝
喜

島
｛
1
8
6－
3
7
1
8

番

明 折 り 紙 サ ー ク ル

r〉日 時… ①毎 月第 ２水曜 日、午 後

１時 ～ ３時30 分② 毎 月第４ 水曜

日、 午前10 時 ～正 午 と午後 １時

～ ３時30 分

E〉会 場… 明 市民 セン ター

E〉費 用… 月1,000 円( 入会金1,000円)

l〉詳 細… 酒井 昔62－5326 番

合 気 道 教 室

1〉日 時 …① 子供 ＝毎 週 日曜 日 、午

前 ９時 ～10 時②一 般 ＝⑧毎 週 日

曜 日、午 前10 時 ～11 時⑧毎 週 金

曜 日、午 後 ７時 ～ ９時

l〉会 場… 運 動 公園柔 道場

r〉費 用… 月2,000 円( 入会金1,000円)

1〉詳 細… 山下063 ―1243 番

東 唱 会( 歌 謡 曲)

l〉日 時… 毎週 土 曜日 ，午 後 ７時～

９時

1》会 場… 矢切 公民 館

l〉費 用… 月1,500 円( 入会金1,000円)

【〉詳 細… 中 山c63 ―3513 番

葛 飾 吟 社( 漢 詩)

l＞日 時… 毎週 金曜 日、午 後 １時～

５時

l〉会 場… 明 市民 セン ター

【〉費用…月1,000円(入会金なし

t〉詳 細… 中 山087 ―0411 番

フ ォ ト サ ー ク ルBOKE

朗
読
グ
ル
ー
プ

紫

陽

花

l〉日 時 …毎 月第 ４金曜 日、 午後 ７

時～ ９時

l〉会場 … 婦 人会館

E〉対象 …16 歳～30 歳の 人

l＞費 用 … 月1,000 円( 入会 金な 凵

l〉詳細 … 清 水( さ くら 保育 園内)

S42 ―0661 番

弦の会(クラシックギター合奏)

l〉日時…毎月第４火曜日、午前10

時～午後１時

l〉会場…小金原市民センター

l〉費用…月1,500円( 入会金な凵

【〉詳細…佐野昔42－6275番

馬橋プラウェンコール

(女声合唱)

E〉日 時 …毎 週 火曜 日 ，午前10 時 ～

正 午

E〉会場 …青 少年 会 館音 楽室

l〉費 用… 月2,000 円(入会金1,000円)

E〉詳細 … 芳 賀S44 ―9189 番

松 飛 台 社 交 ダ ン ス サ ー ク ル

E〉日時 … 毎週 火 曜日 ，午 後 ６時50

分 ～ ８時50 分

E〉会場 … 松飛 台 市民 セン ター

E〉費 用… 月1,500 円(入会金2,000円)

E〉詳細 … 田 中容87 ―8296 番

紙 敷 テ ニ ス ク ラ ブ( 硬 式)

l〉日時…月曜日を除く毎日，午前

９時～午後７時

|》会場…紙敷庭球場(八柱霊園裏)

l〉費用…年会費13,000円( 入会金

2,000円)

E〉詳細‥･鈴木S86 ―1475番

市民会館

市 民 会 館

期 日 内 容 開演時間

8/6(Eﾖ)
白ばら夏休み親子映画会

「子熊物語」ほか

９：∠巧

13:20

10(木)
夏休みこども映画大会
｢はいからさんが通る｣ほか

10:00
14 : 00

15(火)
東葛市民生協
「平和コンサート 」　 ☆

18:30

18圀
ﾉﾉ

「シャンソンのタべ」　☆
18 : 30

19山
刀

「舞踊への招待」　　　☆
14 : 30

22(火)

ﾉﾉ
「ゆかいなコンサート 」☆

1∠|:30

ﾉｿ

「世紀のデュエット 」　☆
18 : 30

23(加
ノノ　　　ミュージカル

｢俺たちは天使じゃない｣☆
惘:30
18 : 30

24困
ﾉｿ　　　　　　　　☆

滝の白糸「華麗なる水芸」

14 : 30
18 : 30

26圉

松戸手をつなぐ 親の会
チャリティー映画

｢干羽づる｣
ほか

ノ

ノ

／

／

／

Ｏ：ＣＸ〕

２ ：１０

４ ：２０

６ ：３０

８ ：４０

9/2(±) 松戸児童合唱団定期演奏会 17:00

３日 日本古典舞踊発表会 11:C}0

市 民 劇 場

期 日 内 容 開演時間

8/5(土) ピアノ発表会 13 : 30

６(日) ポピュラーコンサート 13 : 00

10匯〉 法定講習会 9:00

11宙 青少年健全育成講座 14 : 00

12山
ニューミュージック

コンサート
12 : (〕0

20(日) ピアノ発表会 13 : 30

22(火〉 詩舞と古典舞踊の下ざらい 9:00

26山 音楽発表会 11 :00

27(日)
バレエ教室

10周年記念行事
13 : 30

9/2C土) ロックコンサート　　　 ☆ IZ:30

３(日) ピアノ発表会 13:00

※市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。

☆印のついている催し物は有料です。

E〉詳細…市民会館容68-1237 ～8 番、市民劇場昔68－0070番

ハイ
こちら内線

600 番

まちの話題 をお知らせ 下さい。

力
強
く
暴
力
追
放
を
訴
え
る
松
戸
警
察
署
長

注目を浴びる

防犯街頭キャンペーン

松戸地区防犯街頭キャンペーン（松戸市防犯協会連合会・松戸市安全都市協

議会主催）が、７月26日（水）にＪＲ松戸駅西ロデッキの上で催されました。

今回は、６月定例市議会で暴力団追放の決議がなされたこともあり、従来の

防犯意識の高揚だけでなく、暴力排除の機運をも盛り上げようと積極的な啓蒙活

動が行われました。

大勢の人でにぎわうデッキの上では、干葉県警察音楽隊のにぎやかな演奏の

もと、 暴゙力追放、と書かれた啓発用のうちわやティッシュが配られ、行きか

う人たちに暴力の追放と排除を強く訴えていました。

今後市内14地区で、順次街頭キャンペーンを行う予定です。

足

立

区

西

新

井

田
村
和
代
さ
ん

馬

橋伊
藤
教
子
さ
ん

今
回
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う

経
験
は
初
め
て
な
の
で

、
ち
ょ

っ

ぴ
り
ド
キ
ド

キ
し

ま
し

た
。

で

も
、
街

を
歩
く
皆
さ
ん
の

「
暴
力
追
放
」
に
対
す
る
積
極
さ

が
感
じ
ら
れ
れ
て
、
と
て

も
頼

も
し
く
思
い

ま
し
た
。

暴力追放

サークル会員募集

市民劇場 催し物

平成元年８月５日巾ａ 滲Ｄど



第777 号

原爆投下日には

死没者の慰霊と平和の祈念を

昭和20年8 月6 日午前8 時15

分広島に、8 月9 日午前11時2

分長崎に、世界で初めて原子爆

弾が投下されてから満44年を迎

えます。

死没者の冥福と世界の平和を

祈り、各職場や家庭で1 分間の

黙とうをしましょう。

l〉詳細…総務部庶務課庶務係

市民大学講座

中 ・ 高 校 生 ふ る さ と 学 習

に＞期日 … ①8 月10 日(木) ～11 日

(金)② 平 成2 年1 月6 日(土)

～7 日( 日)

E〉会 場… 流 山青年 の家

【〉費 用…3,300 円

E〉内容 … 江戸川下流域の今昔ほか

E〉詳細 … 流 山青年 の家 指導 室き

0471 ―59 ―2004 番

納 涼 盆 栽 水 石 展

E〉日 時…8 月5 日( 土) ・6 日

( 日) 、 午 前9 時 ～ 午 後5 時

r〉会場 … 稔 台市民 セ ン ター本 館

第1 ホー ル( チ ャ リテ ィー バ

ザ ー ル併 設)

c〉詳細 … 稔 台盆栽 愛好 会 ・岩 村

064-2674 番

E〉申込み…8 月14日(月)〔消印

有効〕までに、ハガキで〒271

松戸市根本387―5 松戸市教

育委員会社会教育課へ

C〉詳細…社会教育課成人教育係

ともしび読書会

【〉日時…8 月17日(木)午前10時

～正午

E〉会場…婦人会館

l〉テキスト …神吉拓郎著「曲り

角」

|≫費用…500円

C〉申込み…電話で山本登61－04

07番へ

市民講座

に〉日時…8 月20日(日)午後1 時

～3 時

に〉会場…勤労会館ホール

l〉費用…無料

l〉内容…世界の爬虫類のはなし

PartⅡヘビを理解するには

l〉講師…(財)日本野生生物研究

センター主任研究員・平石正

一氏

E〉定員…100人(小・中学生も可)

C〉申込み…電話で市立図書館昔

65―5115番へ

太極拳初心者講座

l〉日時…8 月9 日(水)から毎週

水曜日(3ヵ月間で12回)、午前

10時～正午

l〉会場…稔台市民センター別館

D〉費用…1 ヵ月3,000円

D〉申込み…電話で太極拳みのり

会・大井063 ―3185番へ

横 浜 博 チ ャ リ テ ィ ー

バ ス ツ ア ー

E〉日 時 …8 月13日(日)・17日(木)・

20日(日)・21日(月)・23日(水)・

25日(金)・27日(日) 、午 前7 時30

分出発(市内4 ヵ所で乗車可)

1〉行 き 先… 横 浜博覧 会

【〉費 用 … 大 人5,000 円 、小学 生～

高校 生4,000 円 、幼 児3,000 円

(上 記料 金 のうち大人料金 から

100 円 をチ ャリテ ィー へ)

l〉申 込 み… 電話 で松 戸 青年 会議

所( 商工 会議 所 内) ≪67 ―19

83番 へ

市 立 病 院 職 員 募 集

I》職 種 …① 看護 婦 ・准 看護 婦②

パ ート 臨床 検 査 技師③ パ ート

事 務員( 窓口 と病 棟業 務＝ 午

前8 時30 分 ～午 後5時 の 間勤務)

l〉対 象 …① 平 成2 年3 月卒 業見

込 みの 人②40 歳 まで③40 歳 く

ら い までの女 性

※市内 医療 機 関勤 務 者はご 遠 慮

下 さい。

l〉詳細 … 市立病 院庶 務 課 人事係

063 ―2171 内線2413 番

療 育 相 談

|》日 時…8 月10 日(木) 午 後1 時

～1 時30 分 の 間に受 け 付け

|≫会 場… 松 戸保 健所

|≫対象 … 乳 児の 股関 節脱 臼検 診

未受 診 者や 整形 外科 的 な心 配

の あ る18 歳未 満の 人

※乳 幼 児の場 合 には母 子 手帳 を

必 ずお持 ち下 さい。

【〉申 込み …電話 で 松 戸保 健所保

健指 導 課061 ―2121 番 へ

三種混合予防接種

三種混合( 百日せき・ジフテ

リア・破傷風) 予防接種を下記

日程のとおり行います。

第1 期(3 回接種)と第2 期(1

回接種)を終わっていない人で、

問診票を持っていない人は、下

記の要領で申し込んで下さい。

E〉申し込みをする人( 問診票の

ない人)・‥第1 期＝2 歳以上

6歳未満の人で、1 期3 回が

終わっていない人。第2 期＝

6歳未満の人で1 期3 回が終

わって1 年以上経っている人。

ただし、6 歳以上7 歳6 ヵ月

未満の人は、1 期3 回目が終

わって1 年から1 年6 ヵ月の

間であれば受けられます。

【〉申し込まなくてもよい人…第

1期＝昭和62年4 月1 日～7

月31日生まれの人。第2 期＝

昭和60年12月1 日～61年3 月

31日生まれの人

※上記生年月日の人で、7 月末

までに住民登録をしてい'る人

は、8 月下旬に通知しますの

で申し込む必要はありません。

以前の問診票を持っている人

は、そのまま使用できますの

で日程表を見て受けて下さい。

車での来場は控えて下さい。

ハガキ要領

救急医療体制 健康保険証を忘れずに ／

◆夜間急病診療所(毎日)・午後8時～11時衛生会館内068-3/56 番

◆待機病院( 毎日)・午後5時～午前9時テレホンサービス 登6H010番

◆緊急休日在宅当直医・午前勁~午後5時テレホンサービス 登6日 叩番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時～1塒 衛生会館内き65ぷ30番

μ詳細…健康管理課業務係E〉詳細…保健衛生課予防衛生係

※下 記市 民 セン ターは 改修 工 事

の ため 、工 事 期 間中 は予 防接 種

を行 い ませ ん。接 種 の間 隔 を確

認のうえ、他会場で受けて下さい。

愛の献血

ほけんえいせい元帥⑩い

【〉詳細…松戸保健所保健指導課

Q61 ―2121番

※平成元年4 月16日以降に住民

登録をした人や調査票の届か

ない人は、ハガキに下記の項

目を明記してお送り下さい。

三歳児健康診査

平成元年度三歳児健康診査を

行います。対象者全員に調査票

を郵送し、回答内容により必要

な幼児には個人通知をし、二次

健診を行います。

夏休み親子工作教室

1〉日時…8 月20日(日)午前10時

～午後4 時( 雨天時室内で実

施)

C〉会場…仲井町児童公園ほか5

力所

l〉内容…木工工作・竹細工・本

箱・夏休み課題の各コーナー

l〉持ち物…鉛筆・定規・のこぎ

り・かなづち

1〉費用…材料費実費

l〉詳細…千葉土建松戸支部・長

065 ―7320番

E〉日時…9 月7 日(木)～11月9

日(木)の毎週月・木曜日。月曜

日は午後1 時30分~3時、木曜

日は午前10時～正午

E〉会場…健康増進センター

p〉対象…市内在住・在勤で健康

増進センターの医学検査を1

年以内に受診した人。それ以

外の人は検査を受けて下さい。

E〉費用…調理実習＝1 回400円、

実技＝1 回300円

1〉定員…先着40人

r〉申込み…8 月7 日(月)午前9

時から来所または電話で健康

増進センター昔65－5588番か

G68-1241 ～3内線53～55番へ

もよおし

もの

E〉持ち物…筆記用具・運動着・

運動靴・タオル・昼食

|》定員…先着80人

C〉費用…無料

l〉申込み…8 月7 日(月)午前9

時から来所または電話で健康

増進センターへ( 電話電号は

右記参照)

第2 回 枝豆のつどい

|》日時…8 月20日(日)正午から

(雨天中止)

l〉会場…江戸川河川敷三郷有料

橋下( 松戸惻)

l〉対象…30歳くらいまでの男女

1〉費用…1,000円

|》内容…枝豆ぬきとり・試食、

バーベキュー、交流会

1〉詳細…松戸4H クラブ・斉藤

f591―8667番

スリムコース

肥満解消の生活ガイド

健康づくり実践講座

最新フィットネス事情

項 目 テ ー マ 方法 担 当

肥満
の

メカニ

ズム

・なぜ太るのか？
・太らない食べ方の

ポイント
講話

保健婦

栄養士

食 事

o私の適量

・組み合わせのいろ
いろ

・私の1 食分再チェ
ツワ

調理

実習
栄養士

運 動

・効果的な歩行法
「ハイキング」
oライトエアロビクス
(毎週月曜日)ほが
各種トレーニング
から体力に応じて

(週3 回目標)

実技
運 動

指導員

期 日 8/24W 8/31W

時 間 午前10時～午後3 時

会 場 健康増進センター

テーマ
いまなぜ
エアロビクスダンスか

あなたは間違つ
ていませんか

内

容

午前
エアロビクスダンスの
今昔

やせるだけの
ダイエット

午後
やさしいエアロビクス
ダンスのすすめ(実技)

ダイエットに必要な
トレーニング(実技)

講 師
順天堂大学助教授
武井 正子氏

筑波大学教授
鈴木 正成氏

●市役所(66)1111#常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101#小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113#馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111R矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

おしらせ

会 場 期 日 鴿

衛 生 会 館 9/1 啻 10/90 11/200

午

後

1

時

15

分

S

2

時

30

分

五 香
市民センター 9/8R 10/17W11/21W

松 飛 台
市民センター

9/4 目 10/12附 11/20回

小 金
北

市民センター
9 川 側 10/19W 11/270

東 部
市民センター 9/12W 10/24㈲ 11/28W

馬 橋 東
市民センター 9/11B 10/19M11/27側

健 康 増 進
セ ン タ ー

9/12W 10/24(M11/28W

常盤平

市民セ

ンター

9/5 閃 10/6(S 11/17窗

明
市民センター＼ 10/6R 11/17c

古
ヶ 崎

市民センター
9/6 伽 10/18團 11/22困

楾 台
市民センター 9/8R 10/17W11/21W

小 金 原
市民センター 9/7 困10/13c 11/24R

新
松 戸

市民センター 9/600 10/18圉 11/2200

小 金
市民センター 9/130010/20愬 11/29feW

常 盤 平
市民センター

9/19CO 10/27鬯 11/30附

六 実 市 民センター別館 9/7 困 10/13圀 11/24廁

二十世紀が丘
市民センター 9/7 内10/9目 11/200

市民センター名 工事期 間

明 市 民センタ ー 9 ／1閨～9/30 出

馬橋市民センター 8/20旧卜12/1(X日）

休館日の変更に伴い、一部接種会場の

日程が変更になりますのでご注意を

期日 会 場 時 問 主 催

8倡 ナコス
馬橋店 午前10時～午後4 時

松 戸 市

6
旧）常盤平駅前

けやき通り
午前10時～
午後4 時30
分

松戸青年会議所
常盤平ふれあい
広場実行委員会

ぶ）JR
松戸駅東口

午前10時
S

午後4 時

松 戸 市
M 松戸市役所

詔JR
松戸駅東口19

出

講

師

定

員

会

場

時

間

期

日

テ
ー
マ

放

送
大

学
教
授

阿

部

斉

氏 各
1
0
0
人

市
役
所
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館

午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0分

8
／
2
2
㈲
・
8

／
2
9
9
<

ア

メ
リ
カ
と
政
治

山
階
鳥
類
研
究
所
研
究

部

岡

奈
理
子
氏

ほ
か

勤
労
会
館

8
／
2
3
團
・
8
／
3
0
困

9
／
6

伽

身
近

な
自
然
を
考
え
る

四
十
二
キ
口
び
歩
き
通
す
ぞ
〔
七
月
二

十
二

日
（
土

）
～

二

十

三

日
（
日

）
の

オ

ー

バ

ー
ナ

イ

ト
ハ

イ

キ

ン

グ
で

〕

日 程 表
＼ 対 象 児 発送予定

中期

昭和61年5 月1 日

～8 月31日 生まれ

の幼児

8 月中旬
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